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（論文題目） 

成人吃音における合成音声を用いた在宅吃音訓練法に関する研究 

（論文審査の要旨） 

 本論文は、言語聴覚士(ST)が行う訓練を補うという位置づけで、新たな在宅訓練法を提案し、成人吃音

者1名に対して適用し、検討したものである。 

 第 1 章には、本研究の背景が述べられている。成人吃音者に対する訓練がニーズに十分対応できてい

ない現状について、訓練施設やSTが絶対的に不足していること、地域格差が大きいこと、幸い訓練に通

うことができたとしても、訓練回数は月に1回程度であることなどの現状が示されている。このことは、

さまざまな民間療法を生み出す要因にもなっている。第 2 章には、吃音および吃音訓練の現状がまとめ

られている。 

 第 3章および第 4章が論文の中核をなす部分である。第 3章には、提案する在宅訓練法の詳細を記し

た後、成人吃音1名に対して行った吃音訓練の詳細がその結果とともに記されている。 

 これまで在宅訓練が重要であることは認識されていたが、それを言語聴覚士が十分管理して実施する

方法は存在しなかった。この論文はこの点に着目し、合成音声を用いた在宅訓練法を提案している点で

独自性を有している。また、提案する方法を用いた在宅訓練を、吃音者 1 名に対して長期間にわたって

行い、吃頻度、満足度、心理尺度など複数の観点から客観的に評価している。1症例についての事例研究

ではあるが、その内容には十分な信頼性が認められる。 

 第 4 章では、訓練終了後の経過観察を含めた長期的な検討が行われている。これまでも吃症状すなわ

ち吃頻度が改善しても心理面ですぐに改善するわけではないと言われてはきたが、数か月の遅れで心理

面の改善がみられたことをデータで示したことの意義は大きいといってよい。 

 第5章には総合的な考察、第6章には研究のまとめと今後の課題が示されている。 

 STにより管理された質の高い訓練を在宅で行うことが可能になれば、一定の訓練量を確保できること

にもなり、吃音の改善に大きく寄与すると考えられる。本研究はその第一歩であるといえよう。 

 なお、審査の過程で、満足度の定義が明確さを欠いている点を指摘した。この点については今後の研

究に生かしていただくこととした。 

（最終試験結果の要旨） 

 この論文は、合成音声を用いた在宅訓練法を提案し、提案する方法を用いた在宅訓練を、長期間にわ

たって行い、吃頻度、満足度、心理尺度など複数の観点から客観的に評価している。1症例についての事

例研究ではあるが、十分な新規性と信頼性が認められる。在宅訓練法の確立に至るまではまだ検討すべ

き点は多くあるものの、本研究はその一歩となるものであり高く評価される。 

 以上のことから、審査委員全員一致で合格と判断した。 

 研究の意義は大きく、今後の課題も示されているので、更なる研究の進展に期待する。 

 


